
介護保険の理念 (介 護保険の保険給付とは ) 

介護保険法第２条 

 

１ 介護保険は、被保険者の要介護状態又は要支援状態に関し、必要な保険給付を行う

ものとする。 

 

 

２ 保険給付は、要介護状態又は要支援状態の軽減又は悪化の防止に資するよう行わ

れるとともに、医療との連携に十分配慮して行われなければならない。 

居宅介護支援事業所は、適切なアセスメントの上で、利用者の心身の状況等を把握し、真

に必要なサービスを中立公正な立場から居宅サービス計画に位置付け、要介護状態又は要

支援状態の軽減又は悪化の防止を図ることが必要である。 

 

 

３  保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、被保険

者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者又は施

設から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われなければならない。 

高齢者は社会的に弱い立場にあるとともに、サービスの受け手という意識から十分な意

思表示ができないことがあることから、サービスや支援の提供の際には、たとえそれが善意

によるものであったとしても、常に十分に利用者の意思を確認し、利用者の立場に立った対

応を行う必要がある。提供者側が一方的に行う内容では、利用者の自発的な意思によるもの

とは言えない。 

居宅サービスは在宅における総合的な介護サービスの提供が基本となっており、居宅介

護支援事業所を中心として、各サービス事業所との連携のほか、市町村やボランティア等地

域資源の活用や連携が必要である。 

 

 

４  保険給付の内容及び水準は、被保険者が要介護状態となった場合においても、可

能な限り、その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことがで

きるように配慮されなければならない。 

サービス提供の内容や水準は、利用者の居宅での自立した生活が保障されるものである

必要があり、居宅介護支援事業所は、利用者にとって真に必要なサービスとは何かをモニタ

リングによって常に把握し、居宅サービス計画の変更等について検討を行わなければなら

ない。 

 


